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序．

旧約聖書『詩編』の読誦は，ユダヤ教徒からキリスト教徒が受け継いだ伝承
であるが，両者による意味づけにはいかなる相違が認められるのであろうか．

キリスト教の典礼のうち，古代性をよく留めたまま現代にまで継承されてい
るのがビザンティン典礼である（秋山 2020）．ビザンティン典礼には，大別し
て修道院典礼と教区典礼とがあり，当然のことながら前者のほうが厳格であ
る．そして最も厳格なレベルで修道院典礼，換言すれば修道院における祈祷の
日課が執り行われる場合，一日の始まりを画す未明に「夜半課」と呼ばれる祈
祷がおこなわれる．

この「夜半課」には週日・土曜・主日（日曜）と 3 種類のパターンがあり，
相互にかなり異なっている．このうち「週日夜半課」は，それだけ世俗（教区
も含めて）との乖離性が甚だしいという意味において最も修道院性の濃い祈祷
であると言えるが（Ivancsó 1999：191），この「週日夜半課」において，その
大部分を占めるのが，旧約聖書の『詩編』第 118 編（ギリシア語訳聖書を用
いるため通常このナンバリングで記憶される；ヘブライ語テキストによれば

『詩編』第 119 編）全編の読誦である．
本稿では，この『詩編』第 118 編をヘブライ語原典テキストに基づいて読

み上げる際（したがって本稿では『詩編』第 119 編を読むということになる），
ビザンティン典礼の整備者として歴史上に記憶される，ギリシア教父大バシレ
イオス（330-379）の著作を時に参照しつつ，キリスト教ビザンティン典礼の
視点からの読誦によって，旧約聖書のテキストの読み方に関していかなる要因
と変化が加わり得るのか，を検証してみたいと考える．この際，バシレイオス
が抗アレイオス派論争の中で，聖霊論ならびに正統三位一体論の確立に貢献し
たことを併せて記憶しておきたい．
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1 ．ビザンティン典礼による一日の祈祷サイクルの大要

バシレイオスの著作『修道士大規定』第 37 項には，現在にまで至るビザン
ティン修道士たちの祈祷サイクルの原型が明示されている．それに基づくなら

（Ivancsó 1999：116-118），
1 ）第 1 時課
2 ）第 3 時課
3 ）第 6 時課
4 ）第 9 時課
5 ）晩課
6 ）終課
7 ）夜半課
8 ）朝課

により祈祷の一日が構成される．これ以外に 9 ）聖体祭儀が加えられて典礼の
サイクルが完成することになる．

さて，修道士たちがこれら祈祷のサイクルの中で行っていることは，主とし
て旧約聖書『詩編』全 150 編の読誦であるといって差し支えない．伝統的な
スケジュールによれば，『詩編』全編は上記のうち 5）晩課および 8）朝課の
中で読誦され，1 週間で全 150 編が通読される．晩課と朝課は，主・祝日に際
しては教区教会の聖堂でも行われるため，これには信徒も参加が可能である
が，週日も含めて毎日この晩課と朝課が行われるのはほぼ修道院に限られる．
なお，このように一週間を通じての晩課・朝課で『詩編』全編が通読されるの
であるが，これ以外の祈祷として，上掲のように「夜半課」が行われ，そこで
も『詩編』の読誦が義務づけられている．そして，週日の夜半課でまず読まれ
るのが『詩編』第 118（119）編である，ということになる．

ところでこの『詩編』読誦に関して，ビザンティン典礼の伝承の中で編み出
された独特のグルーピングのシステムがある．それは「カティズマ」と呼ばれ
るものである．

2 ．「カティズマ」をめぐって

「カティズマ」とは元来「着席」といったような意味のギリシア語語彙であ
るが，これは，典礼のなかでこの『詩編』読誦の間は，参会者が着席してこれ
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を行ってよい，とされることから与えられた名称である．この「カティズマ」
とは，『詩編』全 150 編を計 20 個のグループに分け，土曜の晩課をスタート
に，第 1 カティズマから順に読む，というシステムを意味する．カティズマの
内容は順に（以下ヘブライ語テキストの『詩編』番号による；秋山 2010a：
145-146），

第 1：1～8　第 2：9～17　第 3：18～24　第 4：25～32　第 5：33～37
第 6：38 ～ 46　第 7：47 ～ 55　第 8：56 ～ 64　第 9：65 ～ 70　第 10：71
～ 77　第 11：78 ～ 85　第 12：86 ～ 91　第 13：92 ～ 101　第 14：102 ～
105　 第 15：106 ～ 109　 第 16：110 ～ 118　 第 17：119　 第 18：120 ～
134　第 19：135～143　第 20：144～150

である．本稿で扱う『詩編』第 119 編は，上掲のように単独で第 17 カティズ
マを構成する．

さて，ビザンティン典礼の晩課・朝課のスケジュールにあっては，この 20
個の「カティズマ」を，土曜すなわち主日前晩の晩課から読み始める．すなわ
ち土曜夕刻の晩課においては，カティズマ一個分に当たる『詩編』第 1 編から
第 8 編までを，3 分割しつつ交唱のかたちで読み進めてゆく．3 分割とは，読
誦全体のあいだに 2 つの中途区切りが設けられるという次第を指す．この区切
りに際してそれぞれ唱えられる誦句は「栄光は父と子と聖霊に．今もいつも
世々とこしえに」「アレルヤ，アレルヤ，アレルヤ，神よあなたに栄光あれ」
× 3；「主よ憐れみたまえ」× 3；「栄光は父と子と聖霊に．今もいつも世々と
こしえに」と定まっている（下記『詩編』第 119 編も第 17 カティズマ一個分
であるので，詩編の中途 2 か所にこの誦句が配される。詳しくは下記参照）．

本稿での結論を先取りするようだが，ここには既に三位一体への讃美が歌い
上げられていることに注目したい．すなわち，ビザンティン典礼では旧約聖書

『詩編』の読誦においても，すでに三位一体論の観点に基づいてこれを行って
いるのである．

一週間で読まれるカティズマないし『詩編』の内実は，次のようになってい
る（数字はカティズマの番号を指す）．晩課で 1 個カティズマ，朝課で 2 個カ
ティズマ，というのが基本である．

土晩【1】，日朝【2，3】，日晩【-】，月朝【4，5】，月晩【6】，火朝【7，8】，
火晩【9】，水朝【10，11】，水晩【12】，木朝【13，14】，木晩【15】，金朝【19，
20】，金晩【18】，土朝【16，17】．

これを見てまず気づくのは，日曜晩課には，読誦のために『詩編』が割り振
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られてはいないこと，また木曜晩課まではカティズマの番号に沿って順に読み
進めるものの，金曜朝課以降は順序が逆転し，土曜朝課を以降の起点とするか
のごとき配分となり，順番から言えば，以降土朝⇒金晩⇒金朝の順序で 20 カ
ティズマ全体の読誦が終えられる，という 2 点である．

まず第 1 点目についてであるが，20 は 7 の倍数ではないため，朝課で 2 個，
晩課で 1 個を読む上掲のようなスケジュールで進むと，どこかで 1 つだけカ
ティズマを欠く朝課ないし晩課が生起するはずである．一週間の頂点が，キリ
ストの復活を記念する日曜（主日）朝に置かれ，かつ古代の慣習を踏襲する形
で一日が前晩の日没から開始されるという考えに基づけば，土曜晩課から一週
間が始まるという理念はごく自然である．したがって旧約聖書の『詩編』読誦
に関して，一週間のうち 1 か所だけを減じる必要性から言えば，それが日曜
晩課になるという経緯は十分に理解できよう．

次いで第 2 点目に関してであるが，これは本稿での論題と少しく関わる問
題である．本稿冒頭に記したように，『詩編』第 119 編（第 17 カティズマ）
は週日（月曜日から金曜日まで）の夜半課で読むことになっているため，『詩
編』の番号の順で第 17 カティズマの番になるはずの金曜日には，もし朝課で
第 17 カティズマを読むと夜半課と朝課とで重複してしまう．これに伴って朝
課の方のカティズマが移動された，という経緯を推定できよう．かくしてビザ
ンティン典礼にあっては，朝課において『詩編』を読む習慣のほうが，夜半課
において『詩編』第 119 編が読まれるよりも後代に成立した慣習だと推測す
ることができるだろう．したがって『詩編』第 119 編は，キリスト教史のか
なり早い段階から修道院的環境の中で読み続けられていた，と推察できそうで
ある．

3 ．「夜半課」の次第

以上，ビザンティン典礼による祈祷伝承のうち，まず晩課・朝課における
『詩編』読誦の次第を見た．一方ほぼ修道院に限定された形で行われる「夜半課」
は，週日【月～金】と土曜日，主日（それぞれ日付変更直後の未明での曜日を
指す）によってその内容を異にするため，これには計 3 通りの次第がある．

1 ．まず週日の夜半課にあっては，第 17 カティズマ（『詩編』第 119 編）
の後，『詩編』121 編および 134 編が読誦されるのが現在の慣例である

（Keresztes 1993：64）．この「夜半課第 2 部」とも呼びうる部分は，死者のた
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めの祈りを基調とする．上の二つの詩編は第 18 カティズマに含まれ，この死
者の追憶を基調とする部分に相応しいかも知れない．もっとも，この「夜半課
第 2 部」はおそらく後代の付加かと思われ，第 1 部とは性格を異にする．し
たがって本稿での考察からは外し，第 1 部についてのみ考察することにする．

この「週日夜半課」第１部の次第は，下記のようになっている（Ivancsó 
2000：111；詳しくは秋山 2010a，2010bを参照）．

1 ）初めの祝福
2 ）『詩編』第 51（50）編
3 ）第 17 カティズマ（『詩編』第 119（118）編）
4 ）使徒信条
5 ）「聖なる神」から主祷文まで
6 ）トロパール
7 ）「主よ憐れみたまえ」× 40
8 ）「いついかなる時にも」の祈り
9 ）バシレイオスによる閉じの祈り（秋山 2015：139-140）．
以降，夜半課第 2 部に当たる祈祷（上述）が続く（省略）．
2 ．次に土曜朝（未明）の夜半課では，『詩編』第 65（64）編から第 70

（69）編までで構成される第 9 カティズマが読まれるが，これは，例えばこの
カティズマの中に含まれる第 68（67）編の誦句が，復活徹夜祭において先導
句（キー・フレーズ）となる「神よ，起ち上がり給え」（cf. 68：2）以下の部
分に採られていることと関連すると思われる．つまりここには，復活の記念を
寿ぐ土曜（深夜）あるいはそれに続く主日に先駆け，その寿ぎをいわば先取り
して行おうという意識を読み取ることができる．

3 ．そして主日未明の夜半課では，『詩編』の読誦は影を潜め，通常朝課に
おいて一般的な典礼様式として知られる「カーノン」形式が採用されている．

この「カーノン」とは，旧約聖書中の讃歌として知られる 6 つの箇所【 1 ）
出エジプト 15, 1-19　 2 ）申命 32, 1-43　 3 ）サムエル上 2, 1-10　 4 ）ハバ
クク 3, 2-19　 5 ）イザヤ 26, 9-20　 6 ）ヨナ 2, 3-10】に，同じく旧約聖書第
二正典からの 2 箇所【 7 ）ダニエル 3, 26-45　 8 ）ダニエル 3, 52-88】，およ
び新約聖書福音書中の 1 讃歌【 9 ）ルカ 1, 46-55 + 1, 68-79】を加え，それぞ
れの聖書箇所を基に編み上げられた讃歌の集成である．ヘブライ語旧約原典か
らの読誦箇所は，上記第 1 から第 6 までのカーノン部に相当する．
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4 ．『詩編』第119（118）編の概要

さて，週日 5 日間の夜半課で読唱されるのが『詩編』第 119（118）編であ
る．この詩編は，計 150 編より成る『詩編』のうち最も長大なものであり，
ヘブライ語原文に従えば，各 8 節計 22 連の各々に字母の頭文字を冠した全
176 節で構成されている．もっともLXX（ギリシア語訳旧約聖書）にあって
も各連の冒頭に字母が置かれ，アルファベット詩であることが明示される．

いまヘブライ語原文テキストに即する限り，この第 119 編に関しては，ま
ずこの「アルファベット詩」性，つまり各連の行頭がすべて，その当該文字を
語頭にもつ語彙に始まる，という形式的側面に注目が集まる．その他，この詩
ではキー・ワードである「律法」の同義語，計 8 つの語彙が繰り返し用いられ
るという点も指摘される．その 8 語とは，「律法」tôrâ，「言葉」dāḇār，「仰せ」
ʼimrâ，「 掟 」ḥōq，「 規 律 」miṣwâ，「 定 め 」piqqûḏ，「 諭 し 」ʽēḏûṯ，「 裁 き 」
mišpāṭである．これらの語彙がいずれも「あなたの～」という語形に置かれ，

「あなた」なる主への呼びかけのうちに，詩人が主に躊躇なく随うことが表明
されるのである．

5 ．主要名詞 8個に関する注記

フランシスコ会『聖書』訳注によれば（フランシスコ会聖書研究所 1968：
391-393），いま述べたように，この第 119 編は各連に，教え【本稿での訳語
を以下に付記する；法】tôrâ・ことば【言葉】dāḇār・仰せ【仰せ】ʼimrâ・おき
て【掟】ḥōq・申しつけ【規律】miṣwâ・定め【定め】piqqûḏ・さとし【諭し】
ʽēḏûṯ・示し【裁き】mišpāṭという，神の「啓示」すなわち「律法」を意味する
8 つの同義語のうちの一つを必ず含んでいる．このうち 6 つは『詩編』19

（18）：8-10 に出るもの（教え tôrâ， さとし ʽēḏûṯ， 定め piqqûḏ， 申しつけ
miṣwâ，仰せ ʼimrâ，示しmišpāṭ）と同一だということが指摘されている．

基本となっている 8 語のうち，6 語に関しての『詩編』における用いられ方
について，以下に注記しておく．
・教え tôrâ【法】

語根はyārâ（ヒフイル態で「示す」；Szabó 22015：165）．本稿では「法」と
訳出する．
・さとし ʽēḏûṯ【諭し】
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語根は ʽûḏ（ヒフイル態で「証す」：Szabó 22015：165）．「証しの板」（出エ
ジプト 31：18），「証しの櫃」（出エジプト 25：22）など，「証し」の意で用い
られる．より広い意味においては，神の業への想起を内実とする掟を意味して
いる（『詩編』78：5「神は証しをヤコブにもたらし，掟をイスラエルに置い
た．これはわれらの父祖に，彼らの子孫に教えるよう命じた」が示唆に富む）．
本稿では「諭し」とした．
・定めpiqqûḏ【定め】

piqqûḏの語根はpāqaḏであり，Szabóの優れた『詩編』注解によれば（Szabó 
22015：87, 166）meglátogatすなわち「訪ねる」「訪れる」といったニュアンス
である．「訪れる」意図は，「心に留める」「気に懸ける」が故であり，これは
われわれにも親しいところであるが，思うにpiqqûḏが「定め」という意味にな
る背景には，常に心を留め気に掛けるべき事柄としての「定め」といったニュ
アンスがあるのであろう．『詩編』8：5（「人とは何であるのか，あなたが記
憶されるとは．また人の子とは何なのか．あなたが心に留められるとは」）も
示唆に富む．
・申しつけmiṣwâ【規律】

語根は ṣāwâ「命ずる」．Szabó（22015：166）を参照．
・仰せ ʼimrâ【仰せ】
『詩編』119 には計 19 回出る（119：11, 38, 41, 50, 58, 67, 76, 82, 103, 116, 

123, 133, 140, 148, 154, 158, 162, 170, 172）．それ以外には，イザヤ 5：24　
創世 4：23　詩編 12：7　イザヤ 28：23　29：4　32：9　申命 32：2　詩編
17：6　イザヤ 29：4　申命 33：9　イザヤ 5：24　サムエル下 22：31　詩編
18：31　詩編 105：19　詩編 138：2　詩編 147：15　箴言 30：5 に現れる．

新約聖書の現代ヘブライ語訳を参照すると，『ヨハネ福音書』の冒頭部のヘ
ブル語訳のための語彙としては，ふつうdāḇārが当てられている．ここからヨ
ハネ福音記者の言う「ロゴス」とはdāḇārなのであろう，と考えられてきた．
しかしながらヘブライ語とギリシア語の対応関係から考えると，「ロゴス」の
原動詞である「レゲイン」に当たるのはむしろヘブライ語では ʼāmarなのであっ
て，dāḇārはギリシア語の「ラレイン」が当たるとされる（Szabó 22015）．し
たがってレゲインの名詞形に当たる「ロゴス」に対応するのは，ʼāmarの名詞
形である ʼimrâだとも考えられる．ここからヨハネ福音記者の言う「ロゴス」
とはdāḇārとともに，ʼimrâも併せ考えるべきなのかも知れない．

なお，後出の第 119 編注解部分では，これら imrâとdāḇārが用いられている
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部分について，ギリシア語訳旧約聖書における訳語とともに，個々注記してお
いた．また本稿であわせ参照するとしたバシレイオスの著作におけるこの『詩
編』の引用部分についても，Bazilの名で注記しておいた（§は『修道士大規定』

『修道士小規定』の章番号を，それに続くローマ数字は『大規定』，アラビア数
字は『小規定』における当該詩節の引用箇所を表す）．
・示しmišpāṭ【裁き】

Szabó（22015：167）を参照．šāꝑaṭ「裁く」が語根である．
残りの 2 語は，「おきて」ḥōq【掟】と「ことば」dāḇār【言葉】である．

・おきてḥōq【掟】
語根はḥāqaq（定める）である．

・ことばdāḇār【言葉】
語根はdāḇar（語る）である．
以上，ヘブライ語の基本性質から言えば当然なのであるが，概念語名詞とし

て取り出されている上記 8 つの語彙についても，語根となっている動詞を
個々取り出すことが可能であり，この点は，以下の注記部分に続いて行うキリ
スト教的読誦での特質の指摘に向けて，着目しておきたい．

6 ．『詩編』第119編テキスト翻刻・訳注

以下，『詩編』第 119 編をヘブライ語原文に即して訳出し，適宜注記を加え
る．下記のように欧文字アルファベットに翻字しただけでも，各連が，当該文
字に始まる語彙を行頭に配し，この第 119 編がテクニックに満ちた作品であ
るという点が明瞭になることであろう．

1  ’alef)
1 ］ʼašrê ṯᵉmîmê-ḏāreḵ hahōlᵉḵîm bᵉṯôraṯ ʼăḏōnāy

幸いなる者たち，それは道を全うし，主の法を歩む者たち．
2 ］ʼašrê nōṣᵉrê ʽēḏōṯāw bᵉḵol-lēḇ yiḏrᵉšûhû

幸いなる者たち，それは主の証しを遵守し，まったき心でそれを尋ね求める
者たち．

・nāṣar「守る」意であるが，第 119 編には頻出する（119：2, 22, 33, 34, 
56, 69, 100, 115, 129, 145）．
3 ］ʼaꝑ lōʼ-ꝑāʽălû ʽawlâ biḏrāḵāw hālāḵû
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彼らは悪事を働かず，主の道を歩む．
4 ］ʼattâ ṣiwwîṯâ ꝑiqquḏeyḵā lišmōr mᵉʼōḏ

あなたはあなたの定めを，墨守するようにと課す．
5 ］ʼaḥălay yikkōnû ḏᵉrāḵāy lišmōr ḥuqqeyḵā

願わくは，わが道があなたの掟を守る上で揺るがぬものであれかし．
6 ］ʼaz lōʼ-ʼēḇôš bᵉhabbîṭî ʼel-kol-miṣwōṯeyḵā

そしてわたしが，恥じることなくあなたの規律のすべてに専心できるよう
に．
7 ］ʼôḏᵉḵā bᵉyōšer lēḇāḇ bᵉlomᵉḏî mišpᵉṭê ṣiḏqeḵā

わたしは，あなたの正しき裁きを学ぶに際し，直き心もて感謝をささげる．
8 ］ʼeṯ-ḥuqqeyḵā ʼešmōr ʼal-taʽazḇēnî ʽaḏ-mᵉʼōḏ

わたしはあなたの掟を守ろう，あなたがわたしをとこしえに見棄てることの
ないように．

2  bet)
9 ］bamme(h) yᵉzakke(h)-nnaʽar ʼeṯ-ʼorḥô lišmōr kiḏḇāreḵā (λόγος)

若者は何をもって自らの道を浄めるのか．あなたの言葉を守ることによって
である．
10］bᵉḵol-libbî ḏᵉraštîḵā ʼal-tašgēnî mimmiṣwōṯeyḵā

わたしはまったき心であなたを探し求めよう．あなたの規律から逸れぬよう
にさせたまえ．
11］bᵉlibbî ṣāꝑantî ʼimrāṯeḵā (ʼimrâ:λόγια) lᵉmaʽan lōʼ ʼeḥĕṭāʼ-lāḵ

わたしは心に秘す，あなたの言葉を．あなたに対して罪を犯さぬように．
12］bārûḵ ʼattâ ʼăḏōnāy lammᵉḏēnî ḥuqqeyḵā

主よあなたは祝された方，わたしにあなたの掟を教えたまえ．
・これは朝課における「復活讃歌」の基調をなす主題である（秋山 2010a，

2010b）．
13］biśꝑāṯay sippartî kōl mišpᵉṭê-ꝑîḵā

わたしはわが唇で伝える，あなたの口のすべての裁きを．
14］bᵉḏereḵ ʽēḏᵉwōṯeyḵā śaśtî (119：14, 162) kᵉʽal kol-hôn

あなたの智の道にあって，わたしは悦ぶ，すべての富に優るものとして．
15］bᵉꝑiqquḏeyḵā ʼaśîḥâ wᵉʼabbîṭâ(nāḇaṭ) ʼōrᵉḥōṯeyḵā (ʼōraḥ)

わたしはあなたの定めを思い巡らす．そしてあなたの道に目を注ぐ．
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16］bᵉḥuqqōṯeyḵā ʼeštaʽăšāʽ（šāʽaʽ;「喜ぶ」119：16, 47, 70；94: 19）lōʼ ʼeškaḥ 
dᵉḇāreḵā (dābār: λόγος)

わたしはあなたの定めに喜び，あなたの言葉を忘れることがない．

3  gimel)
17］gᵉmōl ʽal-ʽaḇdᵉḵā ʼeḥye(h) wᵉʼešmᵉrâ ḏᵉḇāreḵā (dābār: λόγος)

あなたの僕の上に恩恵を授け，生かしたまえ．わたしはあなたの言葉を守ろ
う．
18］gal-ʽênay wᵉʼabbîṭâ niꝑlāʼôṯ（pālaʼ 驚くべきである）mitôrāṯeḵā

わが両の目を開きたまえ，わたしがあなたの法に驚異を観想できるように．
19］gēr ʼānōḵî ḇāʼāreṣ ʼal-tastēr mimmennî miṣwōṯeyḵā

わたしは地上における寄留者．あなたの規律をわたしに隠すことなかれ．
20］gārᵉsâ naꝑšî lᵉṯaʼăḇâ ʼel-mišpāṭeyḵā ḇᵉḵol-ʽēṯ

わたしの心は疲れ果てた．あなたの裁きをいかなる時にも求めるが故に．
21］gāʽartā zēḏîm ʼărûrîm haššōǥîm mimmiṣwōṯeyḵā

あなたは高ぶるものを低くし，あなたの規律に背く者を厭われる．
22］gal mēʽālay ḥerpâ wāḇûz kî ʽēḏōṯeyḵā nāṣārᵉtî

そしりとさげすみを取り去りたまえ．わたしはあなたの知を守る．
23］gam yāšᵉḇû śārîm bî niḏbārû ʽaḇdᵉḵā yāśîaḥ （119：15 , 23 , 27 , 48 , 78 , 148） 
bᵉḥuqqeyḵā

たとえ支配者たちがわたしに悪意を抱こうとも，あなたの僕であるわたし
は，あなたの掟を思い巡らす．
24］gam-ʽēḏōṯeyḵā šaʽăšuʽāy（šaʽăšuʽîm「 喜 び 」；119：24, 77 , 92 , 143 , 174）
ʼanšê ʽăṣāṯî（Bazil §230, 269）

あなたの知はわが歓び．わたしを諭す力．

4  dalet)
25］dāḇᵉqâ leʽāꝑār naꝑšî ḥayyēnî（ḥāyâピエル態）kiḏḇāreḵā (λόγος)

わが魂は死の床に臥す．あなたの言葉に従い，わたしを生かしたまえ．
26］dᵉrāḵay sippartî wattaʽănēnî lammᵉḏēnî ḥuqqeyḵā

わたしはあなたの道を語り，あなたはわたしを聞き届けて下さる．あなたの
掟を学ばせたまえ．

・朝課に頻出する．
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27］dereḵ-piqqûḏeyḵā hăḇînēnî wᵉʼāśîḥâ bᵉniꝑlᵉʼôṯeyḵā
あなたの定めの道を覚らせたまえ．わたしはあなたの奇しき業に思いをはせ

る．
28］dālᵉꝑâ naꝑšî mittûǥâ qayyᵉmēnî kiḏḇāreḵā (λόγος)（Bazil §80）

わが魂は悲しみに打ちひしがれる．あなたの言葉の通り，わたしを立ち上が
らせたまえ．
29］dereḵ-šeqer hāsēr（sûr のヒフイル態；「遠ざける」）mimmennî wᵉṯôrāṯᵉḵā 
ḥonnēnî

悪の道をわたくしから遠ざけたまえ．そしてあなたの法をもってわたしを憐
れみたまえ．
30］dereḵ-ʼĕmûnâ ḇāḥārᵉtî mišpāṭeyḵā šiwwîṯî

わたしはまことの道を選び，あなたの裁きを貶めることがない．
31］dāḇaqtî ḇᵉʽēḏᵉwōṯeyḵā ʼăḏōnāy ʼal-tᵉḇîšēnî

主よ，わたしはあなたの諭しから離れない．わたしを辱めたもうな．
32］dereḵ-miṣwōṯeyḵā ʼārûṣ kî ṯarḥîḇ libbî

あなたの規律の道をわたしは走る．あなたはわが心を広げられた．

5  he)
33］hôrēnî（yārâのヒフイル態；「教える」；102 にも）ʼăḏōnāy dereḵ ḥuqqeyḵā w
ᵉʼeṣṣᵉrennâ ʽēqeḇ

主よあなたの掟の道をわたしに教えたまえ．わたしは最後までそれを宝物と
しよう．
34］hăḇînēnî wᵉʼeṣṣᵉrâ ṯôrāṯeḵā wᵉʼešmᵉrennâ ḇᵉḵol-lēḇ

わたしに理解を授けたまえ，わたしはあなたの法に随い，心を込めてそれを
守ろう．
35］haḏrîḵēnî binṯîḇ miṣwōṯeyḵā kî-ḇô ḥāꝑāṣᵉtî（ḥāꝑēṣ これも「喜ぶ」；詩編 51：8，
18，21 にも出る）

あなたの規律の小道を歩ませたまえ．わたしはそこに喜びを見出す．
36］haṭ-libbî ʼel-ʽēḏᵉwōṯeyḵā wᵉʼal ʼel-bāṣaʽ

わが心をあなたの諭しに向けさせたまえ．そして不正な益には目を向けさせ
たもうな．
37］haʽăḇēr ʽênay mērᵉʼôṯ šāwᵉʼ biḏrāḵeḵā ḥayyēnî

わが両の目を虚しきものを見ることから逸らせたまえ．あなたの道にわれを
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生かさせたまえ．
38］hāqēm lᵉʽaḇdᵉḵā ʼimrāṯeḵā (λόγιον)ʼăšer lᵉyirʼāṯeḵā

あなたの言葉をあなたの僕に立てたまえ．あなたへの畏れのために．
39］haʽăḇēr ḥerpāṯî ʼăšer yāǥōrᵉtî kî mišpāṭeyḵā ṭôḇîm

わたしが恐れるわたしへの嘲りを逸らせたまえ．あなたの裁きは良きもの．
40］hinnē(h) tāʼaḇtî lᵉꝑiqquḏeyḵā bᵉṣiḏqāṯᵉḵā ḥayyēnî

見よわたしは待ち望む，あなたの定めを．あなたの義においてわたしを生か
したまえ．

6  waw)
41］wîḇōʼunî ḥăsāḏeḵā ʼăḏōnāy tᵉšûʽāṯᵉḵā kᵉʼimrāṯeḵā (λόγιον)

主よあなたの慈しみをわたしに来たらせたまえ，あなたの仰せの通りに，あ
なたの救いをわたしに来たらせたまえ．
42］wᵉʼeʽĕne(h) ḥōrᵉꝑî ḏāḇār kî-ḇāṭaḥtî biḏḇāreḵā (λόγος)

わたしを嘲る者に対しわたしが言葉を応えられるよう．わたしはあなたの言
葉に信を置く．
43］wᵉʼal-taṣṣēl（nāṣal「取り去る」）miꝑꝑî ḏᵉḇar (λόγος)-ʼĕmeṯ ʽaḏ-mᵉʼōḏ kî lᵉmišpāṭeḵā 
yiḥālᵉtî

わが口からあなたのまことの言葉を取り去りたもうな．わたしは真にあなた
の裁きを待ち望む．
44］wᵉʼešmᵉrâ ṯôrāṯᵉḵā ṯāmîḏ lᵉʽôlām wāʽeḏ

わたしは守ろう，あなたの法を止むことなく永遠に，とこしえに．
45］wᵉʼeṯhallᵉḵâ ḇārᵉḥāḇâ kî ꝑiqquḏeyḵā ḏārāšᵉtî

わたしは歩もう，広き場所で．なぜならあなたの規律をわたしは尋ね求める
がゆえに．
46］waʼăḏabbᵉrâ ḇᵉʽēḏōṯeyḵā neǥeḏ mᵉlāḵîm wᵉlōʼ ʼēḇôš (Bazil §V3)

わたしは語ろう，あなたの諭しを，王たちの前で．そしてわたしは恥じるこ
とがない．
47］wᵉʼeštaʽăšaʽ（šāʽaʽ; 「 喜 ぶ 」119：16 , 47 , 70；94：19）bᵉmiṣwōṯeyḵā ʼăšer 
ʼāhāḇᵉtî

わたしはあなたの規律を楽しむ，それはわたしが愛するもの．
48］wᵉʼeśśāʼ-ḵaꝑꝑay ʼel-miṣwōṯeyḵā ʼăšer ʼāhāḇᵉtî wᵉʼāśîḥâ ḇᵉḥuqqeyḵā

わたしはあなたの規律に対し，おのが両の手を挙げる．それはわたしが愛す
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るもの．そしてわたしはあなたの掟について思い巡らす．

7  zayin)
49］zᵉḵōr-dāḇār (λόγος) lᵉʽaḇdeḵā ʽal ʼăšer yiḥaltānî (yāḥal; 119: 43, 49, 74, 81, 114, 
147)

あなたの僕に御言葉を思い起こさせたまえ．それはあなたがわたしに待ち望
ませたもの．
50］zōʼṯ neḥāmāṯî ḇᵉʽonyî kî ʼimrāṯᵉḵā (λόγιον) ḥiyyāṯᵉnî

これこそ，わが悩みにおけるわたしの慰め．なぜならあなたの仰せはわたし
を生かすもの．
51］zēḏîm hĕlîṣunî ʽaḏ-mᵉʼōḏ mittôrāṯᵉḵā lōʼ nāṭîṯî

高ぶる者たちは，限りなくわたしを嘲笑する．私は退くまい，あなたの教え
から．
52］zāḵartî (zāḵar) mišpāṭeyḵā mēʽôlām ʼăḏōnāy wāʼeṯneḥām

主よ，わたしは想い起こす，永遠の昔からのあなたの裁きを，そして慰めを
受ける．
53］zalʽāꝑâ ʼăḥāzaṯnî mērᵉšāʽîm ʽōzᵉḇê tôrāṯeḵā (Bazil §53, 192)

悪しき者たちゆえに，激しい怒りがわたしを捉えてやまない．彼らはあなた
の法を見棄てる者たち．
54］zᵉmirôṯ hāyû-lî ḥuqqeyḵā bᵉḇêṯ mᵉǥûrāy

わたしにとって，あなたの掟は讃歌に他ならない．わたしの住まう家におい
て．
55］zāḵartî (zāḵar; 119: 52, 55) ḇallaylâ šimḵā ʼăḏōnāy wāʼešmᵉrâ tôrāṯeḵā

主よ，夜のうちにわたしはあなたの名を想い起こす，そしてわたしは守る，
あなたの法を．
56］zōʼṯ hāyᵉṯâ-llî kî ꝑiqquḏeyḵā nāṣārᵉtî

それはわたしのもの，わたしはあなたの定めを守る．

8  ḥet)
57］ḥelqî ʼăḏōnāy ʼāmartî lišmōr dᵉḇāreyḵā

主よあなたはわが一部．あなたの言葉を守らんがため．
58］ḥillîṯî ꝑāneyḵā ḇᵉḵol-lēḇ ḥonnēnî kᵉʼimrāṯeḵā (λόγιον)

わたしはあなたの御顔を願い求める．心のすべてをもって．あなたの言葉ど
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おりに，わたしを憐れみたまえ．
59］ḥiššaḇtî ḏᵉrāḵāy wāʼāšîḇâ raǥlay ʼel-ʽēḏōṯeyḵā

わたしは自らの道を心に留め，そして自らの足を返す，あなたの諭しに向け
て．
60］ḥaštî wᵉlōʼ hiṯmahmāhᵉtî lišmōr miṣwōṯeyḵā

わたしは急ぎ，ためらうことがない．あなたの規律を守ることにおいて．
61］ḥeḇlê rᵉšāʽîm ʽiwwᵉḏunî tôrāṯᵉḵā lōʼ šāḵāḥᵉtî

悪しき者たちの縄がわたしを取り巻いても，わたしは忘れない，あなたの法
を．
62］ḥăṣôṯ-laylâ ʼāqûm lᵉhôḏôṯ lāḵ ʽal mišpᵉṭê ṣiḏqeḵā（Bazil §XXXVII5）

夜半にわたしは身を起こし，あなたに感謝する，あなたの義の裁きをめぐっ
て．

・バシレイオスが引用しているように，この箇所こそ，この第 119 編が「夜
半課」において読誦される理由の大きな一つとなっていると思われる．
63］ḥāḇēr ʼānî leḵol-ʼăšer yᵉrēʼûḵā ûlᵉšōmᵉrê piqqûḏeyḵā

わたしは，あなたを畏れるすべての者，あなたの定めを守る者たちを友とす
る．
64］ḥasdᵉḵā ʼăḏōnāy mālᵉʼâ hāʼāreṣ ḥuqqeyḵā lammᵉḏēnî

主よ，あなたの慈しみに地は満ちている，あなたの掟をわたしに学ばせたま
え．

9  ṭet)
65］ṭôḇ ʽaśîṯā ʽim-ʽaḇdᵉḵā ʼăḏōnāy kiḏḇāreḵā (λόγος)

主よ，あなたは自らの僕とともに，あなたの言葉にしたがって善きことを為
す．
66］ṭûḇ ṭaʽam wāḏaʽaṯ lammᵉḏēnî kî ḇᵉmiṣwōṯeḵā heʼĕmānᵉtî

識別，判断，知識をわたくしに教えたまえ，わたしがあなたの規律を信じら
れるように．
67］ṭerem ʼeʽĕne(h) ʼănî šōǥēǥ wᵉʽattâ imrāṯᵉḵā (λόγιον) šāmārᵉtî

わたしは低くされる前，罪を犯した．だが今や，わたしはあなたの言葉を
守っている．
68］ṭôḇ-ʼattâ ûmēṭîḇ lammᵉḏēnî huqqeyḵā

あなたは良き方，その良さをもって，わたくしにあなたの掟を学ばしめたま
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え．
69］ṭāꝑᵉlû ʽālay šeqer zēḏîm ʼănî bᵉḵol-lēḇ ʼĕṣṣōr（nāṣar;「守る」119：2, 22, 33, 
34, 56, 69, 100, 115, 129, 145）piqqûḏeyḵā

傲岸な者たちはわたしの上に欺瞞を塗りつける．だがわたしは，あなたの規
律を守る．
70］ṭāꝑaš kaḥēleḇ libbām ʼănî tôrāṯᵉḵā šiʽăšāʽᵉtî（šāʽaʽ;「喜ぶ」119：16, 47, 70；
94：19）.

彼らの心は牛乳のように弛緩している．だがわたしは，あなたの法を喜びと
する．
71］ṭôḇ-lî ḵî-ʽunnêṯî（ʽānâ低くする；プアル態） lᵉmaʽan ʼelmaḏ ḥuqqeyḵā

わたしにとって，わたしが低くされていることは良い．あなたの掟を学ばん
がため．
72］ṭôḇ-lî ṯôraṯ-pîḵā mēʼalꝑê zāhāḇ wāḵāseꝑ

わたしにとっては，1000 の黄金や白銀よりも，あなたの口から出る法のほ
うが良い．

・ここで「栄光は父と子と聖霊に．今もいつも世々とこしえに」「アレルヤ，
アレルヤ，アレルヤ，神よあなたに栄光あれ」× 3．「主よ憐れみたまえ」× 3．

「栄光は父と子と聖霊に．今もいつも世々とこしえに」が挿まれる．

10 yod)
73］yāḏeyḵā ʽāśûnî wayḵônᵉnûnî（ḵûn「確かである」；119：5, 73, 90）hăḇînēnî 
wᵉʼelmᵉḏâ miṣwōṯeyḵā

あなたの両の手はわたしを創り，わたしを確かにされた．あなたの規律を解
し学ばせんがため．
74］yᵉrēʼeyḵā yirʼûnî wᵉyiśmāḥû kî liḏḇārᵉḵā (λόγος) yiḥālᵉtî

あなたを畏れる者たちがわたしを見て喜ばんがため，わたしはあなたの言葉
を待ち望む．
75］yāḏaʽtî ʼăḏōnāy kî-ṣeḏeq mišpāṭeyḵā weʼĕmûnâ ʽinnîṯānî

主よわたしは知る，あなたの裁きが義しいことを．あなたはまことをもって
私を苦しめる．
76］yᵉhî-nāʼ ḥasdᵉḵā lᵉnaḥămēnî kᵉʼimrāṯᵉḵā (λόγιον) lᵉʽaḇdeḵā

どうかあなたの慈しみが，あなたの僕であるわたしの慰めとならんことを，
あなたの仰せのごとくに．

63
ビザンティン修道院典礼の本質

─夜半課における『詩編』第 119（118）編の意味づけをめぐって─



77］yᵉḇōʼûnî raḥămeyḵā wᵉʼeḥye(h) kî-ṯôrāṯᵉḵā šaʽăšuʽāy（šaʽăšuʽîm「喜び」119：
24, 77, 92, 143, 174）

あなたの憐れみがわたしのもとに来たらんことを．さすればわたしは生き
る．あなたの法はわが歓び．
78］yēḇōšû zēḏîm kî-šeqer ʽiwwᵉṯûnî ʼănî ʼāśîaḥ bᵉꝑiqqûḏeyḵā

高ぶる者たちが恥じ入らんことを．彼らは悪をもってわたしを歪曲するも，
わたしはあなたの定めを語る．
79］yāšûḇû lî yᵉrēʼeyḵā wᵉyōḏᵉʽē ʽēḏōṯeyḵā

あなたを畏れる者たち，あなたの諭しを知れる者たちが，わたしの許に立ち
戻るように．

・『詩編』第 51（50）編にも同趣旨のフレーズが出る（51：15）．
80］yᵉhî-libbî ṯāmîm bᵉḥuqqeyḵā lᵉmaʽan lōʼ ʼēḇôš

わが心があなたの掟により，まったきものとならんことを．わたしは恥じ入
ることがない．

11 kaf)
81］kālᵉṯâ liṯšûʽāṯᵉḵā naꝑšî liḏḇārᵉḵā (λόγος) yiḥālᵉtî（yāḥal「待ち望む」；119：43, 
74, 81, 114, 147）

わたしの魂はあなたによる救いに飢え渇き，あなたの言葉を待ち望む．
82］kālû ʽênay lᵉʼimrāṯeḵā (λόγιον) lēʼmōr māṯay tᵉnaḥămēnî

わたしの両の眼は，あなたの仰せのために消え入る．いつ，わたしはあなた
を慰めると言ってくださるのか．
83］kî-hāyîṯî kᵉnōʼḏ bᵉqîṭôr ḥuqqeyḵā lōʼ šāḵāḥᵉṯî

というのもわたしは，濃い煙の中の革袋のよう，あなたの掟をわたしは忘れ
ない．
84］kammâ yᵉmê-ʽaḇdeḵā māṯay taʽăśe(h) ḇᵉrōḏᵉꝑay mišpāṭ

あなたの僕の日々はどれほどなのか，わたしを迫害する者たちに対し，あな
たはいつ裁きを行われるのか．
85］kārû-lî zēḏîm šîḥôṯ ʼăšer lōʼ ḵᵉṯôrāṯeḵā（Bazil §V3, cf. Szentlélek 2,42）.

高ぶる者たちは，わたしに対して陥穽を掘った．それはあなたの法に適うも
のではない．
86］kol-miṣwōṯeyḵā ʼĕmûnâ šeqer rᵉḏāꝑûnî ʽozrēnî

あなたの規律は，すべて真実．人々はわたしを偽りで迫害する．彼らから私
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を助けたまえ．
87］kimʽaṭ killûnî ḇāʼāreṣ waʼănî lōʼ-ʽāzaḇtî piqqūḏeyḵā

彼らはこの土地でほとんどわたしを滅ぼさんとする．しかしわたしは，あな
たの定めを棄てることはしない
88］kᵉḥasdᵉḵā ḥayyēnî wᵉʼešmᵉrâ ʽēḏûṯ pîḵā

あなたの慈しみにしたがい，われを生かしたまえ．わたしはあなたの口の諭
しを守ろう．

12 lamed)
89］lᵉʽôlām ʼăḏōnāy dᵉḇārᵉḵā (λόγος) niṣṣāḇ baššāmāyim

主よ，あなたの言葉は永遠に，天において固く立つ．
90］lᵉḏōr wāḏōr ʼĕmûnāṯeḵā (ʼĕmûnâ) kônantā ʼereṣ wattaʽămōḏ

とこしえに，あなたのまことは固く立てられ，地も固く立つ．
91］lᵉmišpāṭeyḵā ʽāmᵉḏû hayyôm kî hakkōl ʽăḇāḏeyḵā（Bazil, Szentlélek 51,49）.

今日それらはあなたの裁きのために立っている．万物はあなたの僕なるがゆ
えに．
92］lûlê ṯôrāṯᵉḵā šaʽăšuʽāy（šaʽăšuʽîm「喜び」119：24, 77, 92, 143, 174）̓ āz 
ʼāḇaḏtî ḇᵉʽonyî

もしあなたの法がわが楽しみでないなら，わたしは自らの悩みのうちに滅び
たであろう．
93］lᵉʽôlām lōʼ-ʼeškaḥ piqqûḏeyḵā kî ḇām ḥiyyîṯānî

永遠に，わたしはあなたの定めを忘れない，それらによりわたしは生かされ
てきたが故に．
94］lᵉḵā-ʼănî hôšîʽēnî kî ꝑiqqûḏeyḵā ḏārāšᵉtî（尋ね求める；3 回）

わたしはあなたのもの，われを救いたまえ．われはあなたの定めを尋ね求め
るが故に．
95］lî qiwwû rᵉšāʽîm lᵉʼabbᵉḏēnî ʽēḏōṯeyḵā ʼeṯbônan（理解する）

わたしに悪しき者たちは滅びを望む．だがあなたの諭しをわたしは理解す
る．
96］lᵉḵol tiḵlâ rāʼîṯî qēṣ rᵉḥāḇâ miṣwāṯᵉḵā mᵉʼōḏ

すべてにおいて完成と終わりがあるのをわたしは見た．あなたの規律は限り
なく広大．
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13 mem)
97］mâ-ʼāhaḇtî ṯôrāṯeḵā kol-hayyôm hîʼ śîḥāṯî（śîḥâ 119：97, 99 のみ）

わたしはどれほどあなたの法を愛したことか，一日中，それはわたしの学
び．
98］mēʼōyᵉḇay tᵉḥakkᵉmēnî miṣwōṯeḵā kî lᵉʽōlām hîʼ-lî

あなたはあなたの規律により，わが敵よりもわたしを知恵あるものとされ
た．それは永遠にわたしのもの．
99］mikkol-mᵉlammᵉḏay hiśkaltî kî ʽēḏᵉwōṯeyḵā śîḥâ（śîḥâ 119：97, 99 のみ；動詞
śîaḥは 119: 15, 23, 27, 48, 78, 148） lî

わが教えの師すべてに比して，わたしは理解に優れる．あなたの諭しはわた
しの学び．
100］mizzᵉqēnîm ʼeṯbônān kî ꝑiqqûḏeyḵā nāṣārᵉtî

わたしは長老たちに比して理解に優れる，わたしはあなたの定めを守るがゆ
えに．
101］mikkol-ʼōraḥ rāʽ kāliʼṯî raǥlāy lᵉmaʽan ʼešmōr dᵉḇāreḵā (λόγος)

すべての悪の道から，わたしはわが両の足を止めた．あなたの言葉を守らん
がため．
102］mimmišpāṭeyḵā lōʼ-sārᵉtî kî-ʼattâ hôrēṯānî

わたしはあなたの裁きから離れることがない，あなたはわたしを教えたがゆ
えに．
103］ma(h)-nnimlᵉṣû lᵉḥikkî ʼimrāṯeḵā (λόγια) midᵉḇaš lᵉꝑî（Bazil §VI-2, 281）.

あなたの掟は，わたしのあごに何と甘美であることか．わたしの口には蜜よ
りも．
104］mippiqqûḏeyḵā ʼeṯbônān ʽal-kēn śānēʼṯî kol-ʼōraḥ šāqer（119: 69, 78, 86, 104, 
118, 128）

あなたの掟をわたしは理解する，あらゆる悪の道からわたしは離れる．

14 nun)
105］nēr-lᵉraǥlî ḏᵉḇāreḵā wᵉʼôr linṯîḇāṯî（Bazil §230）

あなたの言葉はわたしの足の灯，わたしの小道の光．
106］nišbaʽtî wʼăqayyēmâ lišmōr （「守る」）mišpᵉṭê ṣiḏqeḵā

わたしは誓い，そして果たす，あなたの義の裁きを守るために．
107］naʽănêṯî ʽaḏ-mᵉʼōḏ ʼăḏōnāy ḥayyēnî（「生かす」8 回）ḵiḏḇāreḵā (λόγος)
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わたしは甚だしく低くされている．主よ，あなたの言葉どおりにわたしを生
かしたまえ．
108］niḏḇôṯ pî rᵉṣē(h)-nāʼ ʼăḏōnāy ûmišpāṭeyḵā lammᵉḏēnî（Bazil §137）

わが口の供え物を，どうか主よ，受け取りたまえ，そしてあなたの裁きを学
ばせたまえ．
109］naꝑšî ḇᵉḵappî ṯāmîḏ wᵉṯôrāṯᵉḵā lōʼ šāḵāḥᵉtî

わが魂は常にわが掌にあり，あなたの法を忘れることがない．
110］nāṯᵉnû rᵉšāʽîm paḥ lî ûmippiqqûḏeyḵā lōʼ ṯāʽîṯî

悪しき者たちはわたしに対してわなを仕掛けた．しかしわたしはあなたの定
めから逸れることがない．
111］nāḥaltî ʽēḏᵉwōṯeyḵā lᵉʽôlām kî-śᵉśôn（喜び）libbî hēmmâ

わたしは永遠にあなたの諭しを嗣業として受け取る．それらはわが心にとっ
ての悦び．
112］nāṭîṯî libbî laʽăśôṯ ḥuqqeyḵā lᵉʽôlām ʽēqeḇ

あなたの掟を為すために，わたしはわが心を傾ける．永遠に，そしてとこし
えに．

15 samekh)
113］sēʽăꝑîm śānēʼṯî wᵉṯôrāṯᵉḵā ʼāhāḇᵉtî

ふた心の者たちをわたしは憎み，わたしはあなたの法を愛する．
114］siṯrî ûmāǥinnî ʼāttâ liḏḇārᵉḵā (λόγος) yiḥālᵉtî (yāḥal; 119: 43, 74, 81, 114, 147)

あなたはわが覆いにしてわが盾，わたしはあなたの言葉を待ち望む．
115］sûrû-mimmennî mᵉrēʽîm wᵉʼeṣṣᵉrâ (119: 2, 22, 33, 34, 56, 69, 100, 115, 129, 145) 
miṣwōṯ ʼĕlōhāy

わたしから，悪事を働く者たちを逸らせたまえ．わたしは神の規律を守るで
あろう．
116］somḵēnî ḵᵉʼimrāṯᵉḵā (λόγιον)wᵉʼeḥye(h) wᵉʼal-tᵉḇîšēnî miśśiḇrî

わたしを支えたまえ，あなたの言葉の通りに．わたしは生きるであろう．そ
してわが望みにおいてわたしを辱しめたもうな．
117］seʽāḏēnî wᵉʼiwwāšēʽâ wᵉʼešʽâ (šāʽâ) ḇᵉḥuqqeyḵā ṯāmîḏ

われを支えたまえ，わたしは救われるであろう．わたしは倦むことなくあな
たの掟を見つめる．
118］sālîṯā kol-šôǥîm mēḥuqqeyḵā kî-šeqer tarmîṯām
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あなたは放置した，あなたの掟から迷い出る者たちすべてを．彼らの欺きは
悪しきもの．
119］siǥîm hišbattā ḵol-rišʽê-ʼāreṣ lāḵēn ʼāhaḇtî ʽēḏōṯeyḵā

地の悪人どもすべてを，あなたは金粕の如くに断たれた．わたしはあなたの
諭しを愛する．
120］sāmar mippaḥdᵉḵā ḇᵉśārî ûmimmišpāṭeyḵā yārēʼṯî

わが肉は，あなたの恐れゆえに逆立つ．そしてあなたの裁きをわたしは恐れ
る．

16 ’ayin)
121］ʽāśîṯî mišpāṭ wāṣeḏeq bal-tannîḥēnî lᵉʽōšᵉqāy

わたしは裁きと義をおこなう．わたしを虐げる者たちにわれを委ねたもうな
かれ．
122］ʽărōḇ ʽaḇdᵉḵā lᵉṭôḇ ʼal-yaʽašqunî zēḏîm

善のためあなたの僕の保証人となり給え，高ぶる者たちがわたしを虐げるこ
とのないように．
123］ʽênay kālû lîšûʽāṯeḵā ûlᵉʼimraṯ (λόγιον) ṣiḏqeḵā

わが両の眼は慕い求める，あなたの救いと，あなたの義の仰せを．
124］ʽăśē(h) ʽim-ʽaḇdᵉḵā ḵᵉḥasdeḵā wᵉḥuqqeyḵā lammᵉḏēnî

あなたの慈しみに即してあなたの僕に為したまえ．そしてあなたの掟を学ば
せたまえ．
125］ʽaḇdᵉḵā-ʼānî hăḇînēnî wᵉʼēḏᵉʽâ ʽēḏōṯeyḵā

われはあなたの僕，われに理解させたまえ，そしてあなたの諭しを知らせた
まえ．
126］ʽēṯ laʽăśôṯ laʼăḏōnāy hēꝑērû tôrāṯeḵā

いまこそ主の為されるべき時，彼らはあなたの法を棄てたがゆえに．
127］ʽal-kēn ʼāhaḇtî miṣwōṯeyḵā mizzāhāḇ ûmippāz

それゆえわたしはあなたの規律を愛する，黄金よりも，純金よりも．
128］ʽal-kēn kol-piqqûḏê ḵōl yiššārᵉtî kol-ʼōraḥ šeqer śānēʼṯî

それゆえあなたの定めのすべて，小道のすべてをわたしは悉く正し，悪から
離れる．

17 pe)
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129］pᵉlāʼôṯ ʽēḏᵉwōṯeyḵā ʽal-kēn nᵉṣārāṯam (nāṣar) naꝑšî
あなたの諭しは驚くべきもの，それゆえわが魂はそれらを守る．

130］pēṯaḥ dᵉḇāreyḵā (λόγος) yāʼîr mēḇîn pᵉṯāyîm
あなたの言葉を披くことで光が差し染める．それは無学の者たちを悟らせ

る．
131］pî-ꝑāʽartî wāʼešʼāꝑâ kî lᵉmiṣwōṯeyḵā yāʼāḇᵉtî

わたしはわが口を開く，そして渇望する．あなたの規律を慕い求めるがゆえ
に．

・ここで「栄光は父と子と聖霊に．今もいつも世々とこしえに」「アレルヤ，
アレルヤ，アレルヤ，神よあなたに栄光あれ」× 3．「主よ憐れみたまえ」× 3．

「栄光は父と子と聖霊に．今もいつも世々とこしえに」が挿まれる．
132］pᵉnē(h)-ʼēlay wᵉḥonnēnî kᵉmišpāṭ lᵉʼōhăḇê šᵉmeḵā

あなたの面をわたしに向けたまえ．そしてわたしに憐れみを注ぎたまえ，あ
なたの名を愛する者たちへの裁きにしたがって．
133］pᵉʽāmay hāḵēn bᵉʼimrāṯeḵā (λόγιον) wᵉʼal-tašleṭ-bî kol-ʼāwen

わが歩みを確かなものにしたまえ，あなたの仰せにおいて．そしてすべての
不義に対し，わたしを治めさせるなかれ．
134］pᵉḏēnî mēʽōšeq ʼāḏām wᵉʼešmᵉrâ（守る）piqqûḏeyḵā

わたしを贖いたまえ，人の虐げから．わたしはあなたの定めを守ろう．
135］pāneyḵā hāʼēr bᵉʽaḇdeyḵā wᵉlammᵉḏēnî ʼeṯ-ḥuqqeyḵā

御顔をあなたの僕に輝かせたまえ，わたしはあなたの掟を学ばせたまえ．
136］palǥê-mayim yārᵉḏû ʽênāy ʽal lōʼ-šāmᵉrû ṯôrāṯeḵā

わたしの両の眼は水の流れを滴らせる．彼らがあなたの法を守らぬがゆえに．

18 ṣade)
137］ṣaddîq ʼattâ ʼăḏōnāy wᵉyāšār mišpāṭeyḵā

主よあなたは義しき方，あなたの裁きは揺らぐことがない．
138］ṣiwwîṯā ṣeḏeq ʽēḏōṯeyḵā weʼĕmûnâ mᵉʼōḏ

あなたは課した，あなたの諭しの義とまことを，それは計り知れない．
139］ṣimmᵉṯaṯnî qinʼāṯî kî-šāḵᵉḥû ḏᵉḇāreyḵā (λόγος) ṣārāy（Bazil §165）.

わが熱情がわたしを滅ぼす．わが敵どもがあなたの言葉を忘却したがゆえ
に．
140］ṣᵉrûꝑâ ʼimrāṯᵉḵā (λόγιον) mᵉʼōḏ wᵉʽaḇdᵉḵā ʼăhēḇāh
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あなたの仰せはいとも練り上げられたもの，あなたの僕はそれを愛する．
141］ṣāʽîr ʼānōḵî wᵉniḇze(h) piqquḏeyḵā lōʼ šāḵāḥᵉtî

わたしは若く，軽んじられる．だがわたしは，あなたの定めを忘れることが
なかった．
142］ṣiḏqāṯᵉḵā ṣeḏeq lᵉʽôlām wᵉṯôrāṯᵉḵā ʼĕmeṯ

あなたの義は永遠に正しく，あなたの法はまこと．
143］ṣar-ûmāṣôq mᵉṣāʼûnî miṣwōṯeyḵā šaʽăšuʽāy（šaʽăšuʽîm「喜び」；119：24, 77, 
92, 143, 174）

苦難と窮乏とがわたしを見出す．あなたの規律はわが楽しみ．
144］ṣeḏeq ʽēḏᵉwōṯeyḵā lᵉʽôlām hăḇînēnî wᵉʼeḥye(h)

あなたの諭しは永遠に正しい．わたしに理解させたまえ，するとわたしは生
きる．

19 qof)
145］qārāʼṯî ḇᵉḵol-lēḇ ʽănēnî ʼăḏōnāy ḥuqqeyḵā ʼeṣṣōrâ

わたしは心を尽くしてあなたを呼び求める．主よ，われに答えたまえと．あ
なたの掟を守らせたまえ．
146］qᵉrāʼṯîḵā hôšîʽēnî wᵉʼešmᵉrâ ʽēḏōṯeyḵā

わたしはあなたを呼び求める，わたしを救いたまえと．わたしはあなたの諭
しを守るだろう．
147］qiddamtî ḇannešeꝑ wāʼăšawwēʽâ liḏḇārᵉyḵā (λόγος) yᵉḥālᵉtî（yāḥal 他 に 119： 
43, 74, 81, 114）.

わたしは夜明けに先んじ，叫び求め，あなたの言葉を待ち望む．
148］qiddᵉmû ʽênay ʼašmurôṯ lāśîaḥ（śîaḥ「観想」；他に 119：15, 23, 27, 48, 78） 
bᵉʼimrāṯeḵā (λόγια)

わが両の目は夜警に似てまんじりともせず，あなたの言葉を喜びとする
（Bazil §XXXVII-5）.
149］qôlî šimʽâ ḵᵉḥasdeḵā ʼăḏōnāy kᵉmišpāṭeḵā ḥayyēnî

主よ，あなたの慈しみに従ってわたしの声を聴き，あなたの義に応じてわた
しを生かしたまえ．
150］qārᵉḇû rōḏᵉꝑê zimmâ mittôrāṯᵉḵā rāḥāqû

企みによって迫害する者たちが近づく，彼らはあなたの法からは遠い．
151］qārôḇ ʼattâ ʼăḏōnāy wᵉḵol-miṣwōṯeyḵā ʼĕmeṯ

70 秋　山　　　学



主よあなたは近くにいます．そしてあなたのすべての規律はまこと．
152］qeḏem yāḏaʽtî mēʽēḏōṯeyḵā kî lᵉʽôlām yᵉsaḏtām

はじめからわたしは，あなたの諭しにより知っていた，あなたがそれらの礎
を永遠の昔に敷いたということを．
20 resh)
153］rᵉʼē(h)-ʽonyî wᵉḥallᵉṣēnî kî-ṯôrāṯᵉḵā lōʼ šāḵāḥᵉtî

わが苦しみに目を注ぎ，わたしを救い出したまえ．あなたの法をわたしは忘
れることがなかった．
154］rîḇâ rîḇî ûǥᵉʼālēnî lᵉʼimrāṯᵉḵā (λόγον) ḥayyēnî

わが争いを争いたまえ，そしてわたしを贖いたまえ，あなたの仰せにおいて
わたしを生かしたまえ．
155］rāḥôq mērᵉšāʽîm yᵉšûʽâ kî-ḥuqqeyḵā lōʼ ḏārāšû

救いは悪しき者たちから遠い．彼らはあなたの掟を尋ね求めぬがゆえに．
156］raḥămeyḵā rabbîm ʼăḏōnāy kᵉmišpāṭeyḵā ḥayyēnî

主よ，あなたの憐れみは計り知れず，あなたの裁きに従ってわたしを生かし
たまえ．
157］rabbîm rōḏᵉꝑay wᵉṣārāy mēʽēḏᵉwōṯeyḵā lōʼ nāṭîṯî

わたしを迫害する者たちとわたしの敵どもは数多い．だがわたしは，あなた
の諭しからそれることがなかった．
158］rāʼîṯî ḇōǥᵉḏîm wāʼeṯqôṭāṭâ ʼăšer ʼimrāṯᵉḵā (λόγια) lōʼ šāmārû（Bazil §99, 296）

わたしは裏切り者どもを目にし，忌み嫌う．かれらはあなたの仰せを守るこ
とがない．
159］rᵉʼē(h) kî-ꝑiqqûḏeyḵā ʼāhāḇᵉtî ʼăḏōnāy kᵉḥasdᵉḵā ḥayyēnî

主よ，あなたの定めをわたしが愛するのを見そなわしたまえ．あなたの慈し
みに従ってわれを生かしたまえ．
160］rōʼš-dᵉḇārᵉḵā (λόγος) ʼĕmeṯ ûlᵉʽôlām kol-mišpaṭ ṣiḏqeḵā

あなたの言葉の頭は真実，あなたの義の裁きはすべて永遠．

21 sin)
161］śārîm rᵉḏāꝑûnî ḥinnām ûmiddᵉḇārᵉyḵā (λόγος) pāḥaḏ libbî

国々の長たちは，理由もなくわたしを迫害する．だがわたしの心はあなたの
言葉を畏れる．
162］śāś（歓ぶ） ʼānōḵî ʽal-ʼimrāṯeḵā (λόγια) kᵉmôṣēʼ šālāl rāḇ
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あなたの仰せにわたしは悦ぶ．幾多の戦利品を見出した者のごとくに．
163］šeqer śānēʼṯî waʼăṯaʽēḇâ tôrāṯᵉḵā ʼāhāḇᵉṯî（Bazil §V, 5, 10, 11,12, 174, 296）.

わたしは悪を憎み，忌み嫌う．わたしが愛するのはあなたの法．
164］šeḇaʽ bayyôm hillaltîḵā ʽal mišpᵉṭê ṣiḏqeḵā

日に 7 度，わたしはあなたを讃美する．あなたの裁きの義をめぐって．
165］šālôm rāḇ lᵉʼōhăḇê ṯôrāṯeḵā wᵉʼên-lāmô miḵšôl

あなたの法を愛する者たちに，平和は豊かであり，彼らには躓きがない．
166］śibbartî lîšûʽāṯᵉḵā ʼăḏōnāy ûmiṣwōṯeyḵā ʽāśîṯî

主よわたしはあなたの救いを待ち望み，あなたの規律を実行する．
167］šāmᵉrâ naꝑšî ʽēḏōṯeyḵā wāʼōhăḇēm mᵉʼōḏ

わが魂はあなたの諭しを守り，大いにそれらを愛する．
168］šāmartî ꝑiqqûḏeyḵā wᵉʽēḏōṯeyḵā kî kol-dᵉrāḵay neǥdeḵā

わたしはあなたの定めと諭しを守る．わたしの道はすべて，あなたの前にあ
る．

22 taw)
169］tiqraḇ rinnāṯî lᵉꝑāneyḵā ʼăḏōnāy kiḏḇārᵉḵā hăḇînēnî

主よ，わが叫びがあなたの前に届かんことを．あなたの言葉のとおりにわた
しが覚らんことを．
170］tāḇôʼ tᵉḥinnāṯî lᵉꝑāneyḵā kᵉʼimrāṯᵉḵā (λόγιον) haṣṣîlēnî（＜nāṣalのヒフイル態；

『詩編』51：16 にも出る）
わが願いよ，あなたの面前に赴くがよい，あなたの言葉がわれを救い出して

くれるように．
171］tabbaʽnâ śᵉꝑāṯay tᵉhillâ kî ṯᵉlammᵉḏēnî ḥuqqeyḵā

わが唇が讃美を告げ知らせんことを．あなたはわたしに，あなたの掟を学ば
せる．
172］taʽan lᵉšônî ʼimrāṯeḵā (λόγιον) kî kol-miṣwōṯeyḵā ṣeḏeq

わが舌があなたの仰せを応えんことを．あなたの規律はすべて正しい．
173］tᵉhî-yāḏᵉḵā lᵉʽozrēnî kî ꝑiqqûḏeyḵā ḇāḥārᵉtî

わたしを助けんがため，あなたの御手が生きんことを．わたしはあなたの定
めを選び取る．
174］tāʼaḇtî lîšûʽāṯᵉḵā ʼăḏōnāy wᵉṯôrāṯᵉḵā šaʽăšuʽāy（šaʽăšuʽîm「喜び」；119：24, 
77, 92, 143, 174）.
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主よ，わたしはあなたの救いを慕い求める．あなたの法はわが歓び．
175］tᵉhî-naꝑšî ûṯᵉhalᵉlekkā ûmišpāṭeḵā yaʽăzrunî

わが魂が生き，あなたを讃美せんことを．そしてあなたの裁きがわたしを助
けんことを．
176］tāʽîṯî kᵉśe(h) ʼōḇēḏ baqqēš ʽaḇdeḵā kî miṣwōṯeyḵā lōʼ šāḵāḥtî.

わたしは迷い出た小羊の如くに滅びゆく．どうかあなたの僕を探し出したま
え．あなたの規律をわたしは忘れぬがゆえに．

7 ．注目すべき動詞8個に関する注記

以上で『詩編』全 150 編中最も長大な第 119 編の翻刻を，ヘブライ語本文
に即してひとまず終えた．この『詩編』第 119 編に関して，8 つのキー・ワー
ド（名詞）が全体の基調を成している，という点についてはすでに紹介した．

これに対し，バシレイオスが原型を整備した人物として記憶されるビザン
ティン修道院典礼において，たとえばこの『詩編』第 118 編は，読誦のため
の使用言語の違いはさておき，どのような意味づけのもとに読誦されるのであ
ろうか，という点が，本稿において提示してあった問題である．

バシレイオスは，この『詩編』第 118 編に対する注解を，『詩編注解』その
他において遺しているわけではない．したがって，彼がこの詩編にいかなる解
釈を施したのかという問いに対して，直接的な回答を与えることはできない．
けれども，バシレイオスの手になる『修道士大規定』第 37 章に載る夜半課を
めぐっての記載には，第 118 編の第 62 節，および第 148 節からの引用が認め
られるため，バシレイオス当時から，この詩編が夜半・早朝の祈祷において読
唱されていたことが知られる．また『大規定』と並び「修徳書」群のうちに数
えられる『修道士小規定』において，『詩編』全 150 編のうち最も頻度高く引
かれるのがこの第 118 編である（上記翻刻部の注記を参照）．

たとえば『修道士大規定』のうちには，この第 118 編 148 節「わが両の眼
は夜警の時刻に先立つ．あなたの仰せを観想するために」が引かれている．こ
こで「観想するために」と訳した部分に関して，ヘブライ語原文は śîaḥであり，
この第 119 編でこの語彙は頻用されていた（119：15, 23, 27, 48, 78）．バシレ
イオスは，ここにギリシア語訳文の ἐξομολογεῖσθαιを読んでいるのであるが，
このギリシア語語彙についても，おそらくバシレイオスの中ではヘブライ語原
語 śîaḥに見られる「観想性」の伴う形で理解されていたものと推測して誤りは
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なかろう．それはバシレイオスが，「観想」（θεωρία）の意義について，最晩年
の一時期に記されたと思われる『書簡』8 において次のように述べているため
でもある．
「心において浄いものは幸いである．彼らは神を見るであろう（マタイ 5：

8 ）．兄弟たちよ，天の王国と聞いて，諸事物の真なる想念（κατανόησις）以外
のものを考えるべきではない．この想念こそ，神的な書が「至福」とも呼んで
いるものである．というのも天の王国とは，あなたがたの内面にあるのだから

（ルカ 17：21）．人間の内面に成立するのは，観想（θεωρία）に他ならない．
結局「天の王国」とは観想のことであろう．この天の影をいま，われわれはあ
たかも鏡のうちに見るごとくに目にしているのであり，後になれば，この土質
の身体から解放され， 不滅性と不死性を身にまとい， この天国の原型

（ἀρχέτυπα）を目にすることになる．もっとも，目にすることになると言って
も，それはわれわれが，自らの生を廉直に統御し，正しき信仰の先見を得て初
めて可能なのであり，それらなくしては，誰一人として，主を目にすることは
不可能なのである」（Deferrari 1926：88）．

このような人間の内面における「観想性」は，正統三位一体論をめぐって苦
闘したバシレイオスにあって，聖霊が内在する神殿（書簡 2,4）たる人間のう
ちに認められる，無比なる特質として意識されていたに相違ない．このような
視点で詩編第 119 編を読み直すなら，そこには「待ち望む」yāḥal（119：43, 
49, 74, 81, 114, 147），あるいは「喜ぶ」（119：16, 47, 70；名詞形で 119：24, 
77, 92, 143, 174）といった，人間精神の内面における相互交流性（究極的に
は三位一体なる神の似像性）に根ざす表現に着目することができよう．これは
詩編読誦に際し，聖堂内での交唱性を重んじたバシレイオス（書簡第 207）に
通ずる本詩編の特質として指摘することができるだろう．

このような観点から，本稿では，ビザンティン典礼による新たな地平とし
て，内省・観照を旨とする 8 つの動詞関連語彙がこの詩編のうちに頻出する
ことを指摘し，これらが詩編の「三位一体的読誦」において大きな役割を果た
していることを指摘したい．

その 8 つの動詞とは以下のものである．
1 ）「待ち望む」yāḥal（ギリシア語訳では ἐπελπίζειν）；119：49, 74, 81, 114, 

147．以上は「言葉を待ち望む」といった表現に見られる用例であるが，「裁
きを待ち望む」という例も 119：43 にある．

「言葉を待ち望む」という表現を，ユダヤ教徒が発する場合とキリスト教修
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道士が口にする場合で如何なる相違が生まれるだろうか．後者であれば，これ
が旧約聖書の用例であるということが同時に想起されるわけであるから，既に
修道士自らのうちに内包されているキリスト性に照らしてこの旧約の言葉が理
解されるという，一種の相互照射性がそこに成立していると言えるだろう．そ
れは旧約の言葉を通じて，常に自らに内在するキリストを讃美するという往還
行為であり，そこに働いているのは聖霊による「交わり」に他ならない．修道
士はつねに，その交わりの三位性のうちにあると言えるのではないだろうか．
2 ）「守る」šāmar（ギリシア語訳ではφυλάσσειν）；119：4, 5, 8, 9, 17, 34, 55, 

57, 60, 63, 67, 88, 101, 134, 146, 158, 167, 168, cf. 148（同根の女性名詞が
用いられている）．
これは通常用いられる一般的な動詞かもしれないが，「あなたの法を守る」

と修道士が発言する場合，自らのうちに律法の具現者でもあるキリストそのも
のが内包されているのであるから，もとより字句に拘泥する律法主義ではな
く，自己のうちに隣人・他者を「供応する」といった意味に転化するように思
われる．
3 ）「喜ぶ」šāʽaʽ（ギリシア語訳ではμελετᾶν）；119：16, 47, 70．名詞形šaʽăšu

ʽîmで 119：24, 77, 92, 143, 174．
「あなたの教えはわが楽しみ」という表現が 20 回以上現れることについて

は既に指摘がなされているが（フランシスコ会 1968：393），これも 2 ）と同
様，自らのうちに既に「律法」の体現者・キリストが内在していることを「喜
ぶ」，という意味において，現在終末論的な地平が意味されているのではない
だろうか．
4 ）「記憶する」zāḵar（ギリシア語訳ではμνησθῆναι）；119：49, 52, 55．
「律法の記憶」から転じて，修道士の場合には，終末たるキリストの到来を

「記念する」・「思い起こす」，つまり「自らのうちに記念する」という意味とな
り，「聖霊の神殿としての人間」（書簡 2 ）への神の内在性（同）を証しする，
という意味に転ずると思われる．
5 ）「観想する」nāḇaṭ（ギリシア語訳ではκατανοεῖν）；119：6, 15, 18．

これも 4 ）に似て，三位が宿る神殿としての人間の尊厳を「証しする」とい
う意味に転ずる．
6 ）「護る」nāṣar（ギリシア語訳では主として ἐκζητεῖν）；119：2, 22, 33, 34, 

56, 69, 100, 115, 129, 145．
同じく「守る」という意味となる 2 ）にも似て，「供応する」意味に通ずる
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であろう．
7 ）「観想する」śîaḥ（ギリシア語訳では μελετᾶν）；119：15, 23, 27, 48, 78, 

148．つぶやき【名詞】śîḥâは 119：97, 99 のみであり，śîaḥと同根．
上にも若干引いて解説を施したが，自らのうちにあって三位が交わる，その

三位の現在を証しする，という意味に止揚されるため，おそらく同訳語となる
5 ）に近い意味を表す．
8 ）「忘れる」šāḵāḥ が否定形で計 8 回用いられている（ギリシア語訳 οὐκ 

ἐπιλανθάνεσθαι）；119：16, 61, 83, 93, 109, 141, 153, 176．
敵のあり方を批判する用例（119：139）は別として，自らのあり方につい

てつねに否定形で用いられることは，転じて自らのうちに，忘却することなく
「供応し続ける」意味に転じ得る．すると結局，上掲した 2 ）6 ）と近い意味
になることが考えられる．

結．

詩編第 119（118）編は，本稿前半に記したように「律法」をはじめとして
「掟」や「定め」あるいは「規律」といった語彙が頻出するだけに，いかにも
旧約聖書的な特質を有した詩編として捉えられがちである．そしてバシレイオ
スがこの詩編を，修道院の週日夜半課において読誦する基礎的な詩編として採
用したということは，そのようなこの詩編のもつ律法性を修道院にも浸透させ
ようとした彼の意図の現れであったと捉えられるかもしれない．しかしなが
ら，バシレイオスがその活動の主たる勢力を注いだ正統三位一体論の確立，あ
るいは聖霊論の正統的整備という観点から再考するならば，この詩編に含まれ
ている隠れた特質が浮かび上がってくるのではないだろうか．それは，人間精
神の持つ三位一体的構造であり，「想い起こす」「待ち望む」「喜ぶ」といった，
人間がおこなう基礎的な精神活動のうちに認められる「交わり」「交流」の要
因である．バシレイオスが基礎を敷き，以降 1700 年近くにわたって継承され
てきたビザンティンの修道活動の基本的な精神は，まさしくこのような，人間
精神の根本的特質，特にその動的性格に光を当てるものであったと言いうるの
ではないだろうか．
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